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分野 部落問題

講
座
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情プラ法の具体化のために部落差別等の解消に
効果的な施策の展開を

講
師

公益財団法人　反差別・人権研究所みえ
常務理事兼事務局長

松村　元樹（まつむら　もとき）さん

内
容
・
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師
紹
介
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ど

◆概要
　インターネット上における誹謗中傷や差別などの人権問題が「高止まり」
状態となり、取り返しのつかない事態を招いているなか、２０２５年４月１日
「情報流通プラットフォーム対処法」が施行されました。ネット上において権
利を侵害する情報が流通した際の迅速な対応や、対応の透明化をはかる
ことなどを目的に施行された法律を具体化するために、現在のネット上の
部落差別等の現状と、問題解決に有効となる施策等について提案します。

◆講師紹介
 公益財団法人反差別・人権研究所みえ　常務理事兼事務局長

・（一社）部落解放・人権研究所　業務執行理事
・公益社団法人三重県人権教育研究協議会　理事
・東大阪市人権尊重のまちづくり審議会　委員
・名張市差別撤廃審議会　委員
・伊賀市地域福祉計画推進委員会　委員
・伊賀市障がい者福祉計画策定委員会　委員　等

分野 障がい者の人権
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音楽活動を通して人権を考える
～オアイテの個性を発見し、尊重するプロセス～

講
師

 音楽療法士
吉田　豊（よしだ　ゆたか）さん
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◆概要
   音楽療法は、障がいなどの改善を目指したものと受け止められることが
多いかもしれません。しかし、実は、普段、オアイテの表面的に見えている
のとは違う姿、いわば音楽に表れる「オアイテその人自身」というようなも
のを見出し、音楽療法士と、さらには周りの人々と共有していこうとするプ
ロセスなのです。もちろん障がいや病気の診断は、医療や福祉制度利用
の際、意味のあることには違いありません。しかし、診断名などがその人自
身を代表するラベルであってはならないでしょう。誰しも音楽をする時、普
段、ひょっとすると自分自身でさえ気づかない、自分の中のもう一つの素顔
が現れることがしばしばあります。私が障がいのある子どもやおとなと音楽
を重ねてきた事例を紹介しつつ、「自分自身を見出す」音楽のプロセスにつ
いて一緒に考えたいと思います。

◆講師紹介
　26年間、学校教員として、障がい児教育に携わったのち、2001年からフ
リーの音楽療法士として活動、現在に至る。
著書：「ぼくらはみんなミュージシャン～知的障がいのある子どもたちとの
音楽活動の記録」音楽之友社、2002年。
「開放弦でできる実践ギター・セラピー～かんたんギター奏で始めよう～」
あおぞら音楽社、2011年。
「発達支援のミュージッキング～児童療育・保育園・幼稚園・特別支援学
校・音楽教室・音楽療法の先生方のためのガイドブック～」一粒書房、2021
年。　　　　　　　　「『うただま』の経巡り～ある音楽療法士がたどった14の
物語」文芸社、2022年。

【申込方法】１．下記申込フォームへアクセスまたは携帯電話等で二次元コードを読み取る。
２．必要事項を入力のうえ送信をしてください。
※メールアドレス（任意）をご入力いただきますと申込完了通知が送付されます。
（お申込み後の変更やキャンセルの場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。）

（申込フォーム）
https://logoform.jp/form/8vMX/1064962 　　　　　　　　　　　　　　　　（申込用二次元コード）
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